
下水道資源の農業利用に関する研究

我々の生活から排出される下水は，水環境を汚染しない
ように，下水処理場で適切に浄化されています。浄化後
の下水処理水や，浄化プロセスで生まれる汚泥を堆肥に
したコンポストには，窒素・リン酸・カリなどの肥料成
分が豊富に含まれています。この処理水とコンポストに
代表される下水道資源を，できる限り有効に農業利用す
る方法を研究し，究極の循環型農業を目指しています。
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下水道資源の農業利用は，食料生産のコスト削減，資
源循環，水資源の保全などでSDGsに貢献します
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処理水の灌漑によって無施肥で良質な（タンパク質
が多い）飼料米を栽培する研究が，代表的研究です。

処理水を地下灌漑することで，
水田で発生する温室効果ガスを
削減できるデータも得ています。

実水田での実証試験も行い，現
在は，その米を使った養豚試験
を実施しています。
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